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A Preliminary Study on Motivation among Learners of Korean in Japan 
Over the past few years, South Korean pop culture has been increasingly 
gaining popularity among Japanese people. Accordingly, Japanese youth began to 
express an interest in learning Korean, either on their own or by enrolling in 
language classes, in order to better understand their favorite artists. This 
preliminary study attempts to examine how their motivation to learn the language 
changed over time along with identifying the characteristics of Korean learners in 
Japan, while comparing with English learners. The participants included 14 
first-year Japanese female students in the Korean language course at a college in 
Saitama, including five who had studied in South Korea for six months. A 
questionnaire was administered to examine the changes in the degree of 
motivation for language learning to further analyze responses quantitatively. The 
results showed that the entire participants had a significantly lower score in 
attitudes to learning abroad in the post-test. 
 














































































                                                  
1このような現象はアンダーマイニング効果とよばれる。 





















研究参加への同意を示さなかった 6 名を除き，1 回目（2019 年 7 月）と 2 回目
（2020 年 1 月）の質問紙調査に回答した 14 名を分析対象とした2。対象者のう





                                                  
2研究参加に同意した学生のうち，同意書を求めた時期と調査実施日が同一でなかった
ことから，全調査に参加しなかった学生は 4 名，2 回目に参加しなかった学生は 3 名
であった。 





















る態度に関する設問（項目 51 と 59）については他の設問と語調をあわせるた
めに，修正を加えた。 
先行研究（小林，2017）と同様に，回答方法は 6 点尺度を採用し，項目 1－
47 については「全くそう思わない（1）」から「非常にそう思う（6）」，項目 48
－59 については「全くそうでない（1）」から「非常にそうである（6）」として
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4. 結果 
4.1 学習者の動機づけや態度の 16 要因 
韓国語学習者の動機づけや態度に関する 59項目から構成される 16の要因を




るため（American Psychological Association, 2019），本研究では記述統計である
効果量を測定し，検定力分析を実施した。検定力分析にはフリーソフトの
















験あり群（事前 M = 5.40, SD = 0.65; 事後 M = 5.30, SD = 0.54）となし群（事前 
M= 5.19, SD = 0.89; 事後 M= 5.06, SD = 0.85）の両群で，事前・事後テストの値
には大きな差がなく，全ての平均値が 5 を上回っていることから，韓国語のコ










表 1 16 要因と信頼性係数（N = 14） 
 変数 事前テスト 事後テスト 
1 動機づけ 0.77 0.62 
2 理想自己 0.84 0.82 
3 義務的自己 0.19 0.82 
4 家族の影響 0.86 0.82 
5 道具的－接近 0.89 0.80 
6 道具的－回避 0.76 0.51 
7 言語学習に対する自信 0.82 0.89 
8 韓国語学習に対する態度 0.95 0.92 
9 海外旅行への志向性 0.58 0.82 
10 同化への恐れ 0.74 0.86 
11 韓国語に対する興味 0.87 0.84 
12 韓国語使用への不安 0.84 0.66 
13 統合的志向 0.79 0.70 
14 文化に対する興味 0.79 0.86 
15 目標言語のコミュニティーに対する態度 0.78 0.80 









                                                  
10本当は有意差がないのにもかかわらず，有意差があるという間違った判断をすること。 







表 2 韓国語学習に対する動機づけと態度 
  留学経験あり群（n = 5) 留学経験なし群(n = 9) 
  事前テスト 事後テスト 事前テスト 事後テスト
 要因 M SD M SD M SD M SD 
1 動機づけ 4.20 0.82 4.50 0.50 3.94 1.24 4.06 1.47
2 理想自己 4.12 0.67 4.28 0.93 3.64 1.15 3.18 0.90
3 義務的自己 3.80 0.61 3.20 1.45 3.33 0.91 2.89 1.19
4 家族の影響 3.15 1.24 2.90 0.80 2.44 1.12 2.83 1.18
5 道具的－接近 4.76 1.35 4.65 0.72 4.42 0.97 3.83 0.83
6 道具的－回避 4.40 1.38 4.45 0.96 4.00 0.87 3.72 0.49
7 言語学習に対する自
信 
4.80 0.77 5.07 0.92 4.85 0.82 4.63 1.21
8 韓国語学習に対する
態度 
5.20 1.02 4.85 0.65 4.25 1.02 4.31 0.93
9 海外旅行への志向性 3.93 0.83 4.67 0.97 4.44 0.85 4.22 1.24
10 同化への恐れ 2.44 0.80 2.08 0.94 1.91 0.66 2.31 0.80
11 韓国語に対する興味 5.13 1.07 5.00 0.41 4.48 1.30 4.48 1.20
12 韓国語使用への不安 4.60 0.95 4.10 1.13 4.25 0.93 4.36 0.65
13 統合的志向 5.13 0.51 5.20 0.77 4.81 1.30 4.59 1.09
14 文化に対する興味 4.87 0.77 5.07 0.92 4.81 1.21 4.74 1.04
15 目標言語のコミュニ
ティーに対する態度
5.40 0.65 5.30 0.54 5.19 0.89 5.06 0.85




= 3.12, p = .008）。それ以外の要因では有意な差異は認められなかった（付録２
を参照）。効果量の測定では，「留学に対する態度」における効果量がCohen（1988）
                                                  
11ノンパラメトリック検定の結果，被験者間の検討では分散分析と同様の傾向が見られ













 まず，質問紙で使用した 59 項目を 16 要因に分類するために算出した信頼性
係数のうち，先行研究（小林，2017）の義務的自己では 3 週間留学グループ
は 0.81，4 か月以上留学グループは 0.70 であったのに対し，本研究では 0.19
という極端に低い値であった。その理由として，本研究の対象者がこの要因を
構成する 3 つの項目（項目 24，27，47）を回答する際，項目の解釈が対象者





が事前・事後テストの両方において 1－6 点の尺度で全て 5 点台の平均値を示





                                                  
12ANOVA を使って効果量（偏イータ 2 乗）は算出できるが，その数値は変数間の関係
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 一方，L2 動機づけ自己システム（Dörnyei, 2005）の観点から見ると，「理想
自己」では留学経験あり群（事前テスト：M = 4.12, SD = 0.67; 事後テスト：
M = 4.28, SD = 0.93）と留学経験なし群（事前テスト：M = 3.64, SD = 1.15；





 「義務的自己」では，留学経験あり群（事前テスト：M = 3.80, SD =0.61；
事後テスト：M = 3.20, SD = 1.45）となし群（事前テスト：M = 3.33, SD = 0.91；
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5.4 まとめと今後の課題 
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付録２ 
事前・事後テストの平均値の差異の検討（N = 14） 
   要因 M SD p 
1 動機づけ 0.00 0.95 1.000
2 理想自己 -0.24 0.82 .290
3 義務的自己 -0.50 1.17 .135
4 家族の影響 0.16 1.28 .646
5 道具的－接近 -0.42 0.85 .089
6 道具的－回避 -0.16 0.97 .546
7 言語学習に対する自信 -0.05 0.73 .810
8 韓国語学習に対する態度 -0.09 0.85 .700
9 海外旅行への志向性 0.12 1.10 .692
10 同化への恐れ 0.13 0.75 .521
11 韓国語に対する興味 -0.05 0.78 .824
12 韓国語使用への不安 -0.11 0.91 .668
13 統合的志向 -0.12 0.56 .444
14 文化に対する興味 0.02 0.73 .905
15 目標言語のコミュニティーに対する態度 -0.13 0.57 .426
16 留学に対する態度 -0.64 0.77 .008
 
